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exx,ezzには量子振動を無視 してCohen,HarrisonandHarrison の表式 を使
い,またBessel関数の漸近展開に現れる振動項 を無視すると,表面波の振動数 60が,
サイクロトロン振動数 a,(の整数倍に近いところに次の分散関係 を満たす Surface
modeが存在することが示される｡
(IJ ～ HHL TL(IJL･…′.
o!p Q)p 2Ⅹ
(Ⅹ ≡ qa Rc , n-> 1)
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この領域 (qxRc≫ 1)で, W= nbc(n> 2)の時に,局所近似 では現われない
mndeが出現することをno-retardationの近似の下でHoringetal･3)が示 してい
る｡我々はBessel関数の qR｡についての巾,#数展開で, 4次以上 の項を無視すれば,
retardation効果 も含めた計算が可能になることに着目して,ChiuandQuinn4)a)方
法で分散式,偏 り,浸透厚さなどを計算 した｡詳卿 ま省略して分散関係 の一例だけを図
1に示すo図は up/uc-2･5, EL-15･7(格子の誘電率 )の場合の結果であって,




図 2 拡 大 図 (※)
太線で書いた部分が局所近似では出現しなかったmodeである｡ このモー ドは一般にα
～- nwc(n> 2)の附近に現われ,局所近似で現われる分散曲線と交わる附近では,図
の甲の拡大図に示 されている様に splitする｡またこのモードは 9JRcか大きくなると
共にWが減少 し, qxRc≫ 1で現れたモー ドに上から近づいて行 くが,平間領域での計
算は困難である｡
文 献
1)Y･OmuraandM･Tsuji'･J･Phys･Soc･Japan 墜 Na1(1975)
tobePublished
2) C･C･ChengandE･G･Harris:Phys･ofFluidsia (1969)1262
3)N.J.出oringandM.Yildiz:Sol.StateComnun.12 (1973)843
4) K.W.ChiuandJ.I.Quinn.'NuovoCimentolob (1972)1
-D36-
